


はじめに

初めまして。本書を手に取っていただき、ありがとうございま
す。

昨年度まで２５年ほど東京都内の学校で用務員をしておりました
「用務レンジャー」こと須藤彰と申します。

この本ではあまり知られていない「用務員」という職業をご紹介
しよう思います。

学校は、独特の世界であり、一般社会とは少し違った価値観で物
事が進みます。学校の実際をご存知ない皆さんに「用務員とはこ
んな仕事です」とご紹介するのが本書の意図です。

「あー、そういえば学校にそんな人いたなぁ。何やってるかよく分
からなかってけど…」

という皆さんに、気軽に、そしてざっくりと用務員について知っ
ていただけるよう、一年の流れで話を書きました。

業務そのものについては、あえて深くは掘り下げておりません。

用務員の立ち位置であったり、やっていることをイメージしてい
ただけたらと思います。

この職に就いて２５年。それ以前はヘアメイクやイベント業を生
業にいておりましたが、バブル崩壊後仕事がなくなり、私は、こ
の仕事に転職してきました。

勤め始めた頃は「私もこれからはただの清掃員か…」などと思っ
ておりましたが、いやいや、徐々にこの仕事の面白さにハマり、
数年後には自ら「用務」のプロフェッショナルを目指すこととな
りました。
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時に植木屋、時に水道屋、時に電気工事士、時にペンキ屋などな
ど。

この本で学校の清掃員という枠組みを超えた「用務員」という職
業を知っていただけたら幸いです。

まずはこんな話から…。
気楽に読んでいただければ、幸いです。
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用務レンジャー ストーリー（１）

『アイ アム ア ヒーロー』

「助けてください！」

ある日の午後、下校時間が過ぎた頃、子どもたちが私を訪ねてき
た。

話を聞くと、前日に脱走して行方不明だった《クラスで飼育して
いる亀》が発見されたのだが、それがよりにもよって女子トイレの
和式便器の中だというのだ。

「へ？先生に言って拾って貰えばいいんじゃないの？」

そう、私は答えた。
子どもたちは、それがダメなんですと言うばかり。
トイレに着くと、他の子どもたち数人もトイレの外で群がり、先

生も途方にくれていた。
それは結構深刻な状況だった。
亀は和式便器の四角い排水口にピッタリと収まっていた。

こんな風に挟まっていた

あまりに大きさがピッタリすぎて身動きできない状態になってい
るのだ。もう少し大きければ落ちても斜めになってハマらなかった
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だろうし、もう少し小さければ手を入れて救い出せもしただろう。
全く同じサイズで上からスポッとハマったせいで手の入る隙間も

なければ、つかむこともできない。
背中をつかもうにも甲羅は滑ってつかむことができない。
私は状況を理解し、とりあえずその場を預かり、子どもたちを下

校させることにした。
ひとりになった私は女子トイレの和便器の横にしゃがみ込んで考

えた。
さて、どうしたら取れるのだろう。
思い切って、水を流してみたらどうなのだろう？
水圧で亀の位置が少し変わり、手が入るようになるかもしれない
しかし、万が一、そのまま流れて行ってしまったら、子どもたち

はどう思うだろう。
子どもたちの顔が脳裏をよぎった。

「どうして流しちゃったんですか！」

泣き叫ぶ子も出るかもしれない。
トラウマになって、夢をみる子も現れるかもしれない。
だめだ、その結末は見たくない。

便器を壊して救うことができるか？
しかし何をどう壊せば亀を救える？
壊してどうにかなるものでもあるまい。
隙間は全く無い様に見えるが…。
学校にある道具で何か使えないか？
箸？
定規？

例えば、平らな火鋏で挟んでUFOキャッチャーのように垂直に
持ち上げるのはどうだろう？
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火鋏

可能性はあるかもしれない。
急いで火鋏を探してトイレに戻ってくる。
亀は微動だにせずに、そこにいる。
というか、身動きできない。
火鋏の両端を差し込んでみる。
甲羅の上の部分をかするだけで力が入らない。
亀の胴体の下までは火鋏も入らない。
滑るし、つかむことができない。
だめだ、上から火鋏を差し込んでつかむのは無理だ。
そこで、はたと思いついた。
火鋏を両端に差し込むのは無理でも、片方だけなら入るのではな

いか？
U字型の火鋏を両手にもち、広げて真っ直ぐに伸ばしてみる。
火鋏の片方を亀の脇腹へゆっくりと差し込んでみる。
両脇には入らなかったが、片方なら微かに隙間ができて脇に滑り

込ませることができた。
さぁ、どうする。片方では持ち上げられない。
試しにテコの原理で亀を少し斜めに持ち上げてみる。

動いた！

少しずつ、少しずつ、亀の甲羅が割れない様に片側を持ち上げて
みる。

よし、可能性が出てきた。
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斜め45度まで動いたところで、便器に手を突っ込み亀をつかみ
出した。

やった！救出成功。

トイレの洗面台で亀を洗う。

亀は無事だ。
私は、誰もいないクラスへ戻り、飼っている水槽に亀を入れた。

今度は脱走しない様に、上に蓋をしっかりかぶせ、重石の代わり
にそばにあった辞典を載せた。

これで脱走はできまい。
その日の業務はそれで終わった。

翌日。

噂は瞬く間に広がり、亀を飼っていたクラスだけではなく、全校
児童が亀の救出を知ることになる。

廊下を歩いていても、校庭を掃除していても、代わる代わる子ど
もたちがやって来て

「亀を助けてくれてありがとうございます！」

「亀を救ってくれてありがとうございます！」

「亀を救ったのは用務員さんですか？」

「亀を助けたって本当ですか？」

「ありがとうございます！」

次から次へと声をかけてくれる。
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「私は浦島太郎か…」

残念ながら、亀は竜宮城には案内してくれなかったけれど、私は
その日、学校中の子どもたちが目をキラキラ輝かせて見る唯一無二
の「ヒーロー」になった。

そう、私は「用務レンジャー」
クラスの亀を救った男。子どもたちのヒーローだ。
そして今日も子どもたちのために仕事に励むのだ。
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用務員の一年（前半）

四月

四月、ピカピカの一年生が入学してきます。
小学生も中学生も一年生は、初々しくてかわいいです。
私たち用務員もその出迎えの準備に追われます。清掃はもちろん

のことですが、入学式の準備、来賓の接待なども私たちの仕事で
す。

先生たちは入学してくる子どもたちや新学年になった子どもたち
の対応で忙しく小さな見落としも出てきます。各教室にゴミ箱が
準備されていなかったり、児童の荷物掛けの数が足りなかった
り。

学校中を見回り、さまざまな形でそれをフォローするのも私たち
の仕事のうちです。学校の中では先生も用務員も事務職員も、皆
で学校を運営していく一つのチームとなって仕事を進めていきま
す。

五月

カラスの卵を見たことがありますか？

梅の花がちらほら咲き始めると、カラスが縄張りを巡って喧嘩を
始めます。それが落ち着いて、縄張りが決まってくると、カラスは
巣作りを始めます。まぁ、きっとそんな感じなのだろうなと想像し
ているのですが…。
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巣作りの土台にするのが針金ハンガー。掃除をしていて木の下に
ハンガーが落ちていたら、見上げるとはるか頭上にカラスが巣を
作り始めていたりします。

針金ハンガーで土台が出来るとその上に小枝を集めて巣の形を作
ってきます。最後はシュロの皮など柔らかい素材を集めて敷き、巣
の完成。

（だと思います。これもカラス本人じゃないのでなんとも言えま
せんが…見た目での話です。）

生き物って凄いなぁと思います。

で、カラスの卵の件ですが…。

次の写真はとても背の高いヒマラヤ杉のてっぺんに作られたカラ
スの巣を専門の業者さんが登って取ってくれた時のものです。

カラスの卵はこの時初めて見ました。
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綺麗なエメラルドグリーンでマダラ。

一番イメージしやすいとしたら、アイスクリームのチョコミント
みたいな感じ。綺麗です。

こんな仕事をしていない限り見られないものですよね。

六月

ザクロの花が咲くのはこの頃です。

ザクロの花がポロンと落ちた姿は、ちょっと見、「タコさんウ
インナー」によく似ています。

ザクロの花
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外掃きをしていて、一瞬、誰かがお弁当をひっくり返したのか？
と錯覚してしまいます。

持って帰ってきて、子どもたちに見せると、「何？何？」と大受
けです。

ザクロの木はトゲがあるので、要注意ですが、学校に一本ある
と、楽しみの一つになります。

七月

七夕。
子どもたちが願い事を短冊に書き、それを飾ります。
学校によっては笹をご近所にもらいに行くこともあります。
リヤカーに何本か積み込んで、一般道を引いて歩いてきたり、そ

ういう仕事も用務の仕事になっていたりします。

子どもたちの願い事を読むのが私の毎年の楽しみの一つです。
願い事の多くは「ケーキ屋さんになれますように」や「サッカー

選手になれますように」などの自分の夢を書くもの。そして「〇〇
ゲームを買ってもらえますように」などの欲しいものをかくパター
ン。

時代によって興味のあるものの移り変わりが分かって興味深いで
す。

そして稀に思わず吹き出してしまうような素晴らしい『願い事』
に出会えます。
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「はやくクリスマスがきますように」

「おいしい みそラーメンが
ちょうたいりょうに たべられますように」

「ママがなんでもうんといってくれるように
なってほしい」

子どもたちの願いが叶うといいなと思いながら、掃除をしていま
す。

八月

夏休み中は子どもたちがいないので、用務にとっては、普段でき
ない仕事をするチャンスです。

この点がマンションやビルの清掃従事との大きな違いだと思いま
す。夏休みがあることによって、仕事に大きなメリハリが生まれま
す。

学校に勤めていると、よく周りの人たちからは、「夏休みはお仕
事がお休みでいいですね」と言われたりするのですが、実はその
逆で、私たちにとっては最も忙しい期間となっています。

教室のエアコンフィルターや扇風機、高窓の清掃、児童生徒の下
駄箱の清掃、傘立ての清掃。そして廊下の床洗浄、ワックス掛けな
ど。作業は多岐に渡り、ともすると終わらなくなってしまうので、
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計画的にスケジュールを組んで働いています。
夏休みが終わり、子どもたちが帰ってくる頃には、学校は新品の

ようにピカピカになっています。
毎年、子どもたちの驚く顔を楽しみにして、夏の作業を行なって

います。

九月

私の勤めていた地域の小学校では、秋になると授業で３年生が大
根を育てていました。

学校農園のある学校は夏休みが明けると子どもたちが畑に種を蒔
き、観察し始めます。

しかし、今時の先生は実際に大根を育てたことがない事が多く、
指導書を見ながら畑を準備するのですが、経験がないので、勘違
いや思い込みで進めてしまい、結果、ゴボウのような大根しか作れ
ず終わることが多いように感じます。

これは一般的には用務の仕事を超えてしまっているのかも知れま
せんが、私の場合、担当の教員と相談し、夏休みの終わりには肥
料を漉き込んで畑を耕うんし、ビニールマルチシートを敷いて、あ
とは子どもたちがタネを蒔くだけという状態まで仕上げてあげて
いました。
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種を蒔いた後は、虫のつく時期や駆除方法、間引きのタイミン
グ、追加の肥料を撒くタイミングなど、その都度ごとに教員に知
らせ、授業で子どもたちに作業させると、お店で販売されている
ような大根を収穫させることができます。

趣味で家庭菜園などやっている、こういった事が得意な方にとっ
ては常識的な事でも、学校の中では皆に重宝され、とても喜ばれ
ます。

学校ならではの作業です。
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用務レンジャー ストーリー（２）

『トンビが雷鳥を産んだ日』

教頭の机の電話がなったのは朝の職員打ち合わせの最中だった。
教員同士のその日の申し送りがなされる中、小声で教頭が電話に

応対していた。
職員打ち合わせが終わったところで、教頭が私を呼んだ。
「なんだかよくわからないんだけど、お隣の幼稚園の園長さんか

らの電話で、用務員さんにすぐに来て欲しいって。」
「？」
「すごく慌てていて、『トンビ』がどうとか、『カラス』がどう

とか言ってるんだけど、よくわからないんだ」

隣で話を聞いていた校長と教頭、私の3人は首を傾げて顔を見合
わせた。

「とりあえず、行ってみていいですか？」と私。
「ああ、頼みます」と校長。

私は状況が見えないまま、護身用の棒を持ち幼稚園に向かった。
お隣の幼稚園は勤務先の中学から歩いて２、３分の場所にあっ

た。
その幼稚園の園庭には入学式や卒業式で振舞う「桜茶」用の『桜

花の塩漬け』を作るのにぴったりの八重桜があり、交渉して何度
か花を摘ませてもらい、出来上がった『桜花の塩漬け』を返礼し
たりして普段から交流を持っていた。

そんな縁で力仕事や工事など困ったことがあったら、すぐ連絡し
てくれと伝えてあったのだ。

幼稚園に着いて、私は電話での状況を理解した。
園庭のはじの子ども用《手押し車》の陰で、体長４０㎝くらい、

羽根を広げたら１m以上ありそうな『トンビ』が『カラス』の死体
から内臓を引き摺り出して食事をしている真最中だった。
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『トンビ』はまわりを牽制しながら『カラス』をついばんでいる。

園長が言う。
「役所に電話したんですけど、そんな事初めてでどう対応してい

いかわからないって言われちゃって、それで学校に電話したんで
す！」

私の後ろでは幼稚園の先生たちが白い防災ヘルメットをかぶり、
各々ほうきやら棒やらもって腰を引けながらトンビから目を離さな
いように取り囲んでいる。

敷地隣の団地の屋上では１０数羽の『カラス』たちが
「仲間がやられた！仲間がやられた！」と「カー！カー！、
カー！カー！」と大合唱だ。

私 「多分、脅かせば逃げますよ」
先生「アミでも持って来ましょうか？」
私 「いやいや、捕まえる訳じゃないので」

そんなやり取りをしていたら幼稚園の女性用務さんが
「私《手押し車》倒してみます」と持っていた棒で《手押し車》

を引っ掛けて倒した。

とたん、ビックリしたトンビがバサバサと羽根を広げて逃げ去っ
た。

声にならない悲鳴を上げ、おののく白ヘルメットの先生たち。

「カー！カー！カー！カー！」
カラスの雄叫びも最高潮だ。

「今がチャンス」とほうきとちりとりを貰ってカラスの死体を私
が片付ける。

内臓飛び散るカラスの死体に先生たちは近づけない。
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「あのー、それはどうしたら…」
「あー私が持ち帰って捨てますよ」

ほっとした顔をする先生たち。

カラスはゴミ袋に入れて私が自分の学校に持ち帰り処分すること
にした。

私自身、何をした訳ではなかったが、それが幼稚園としてはかな
り有り難かったようだった。

私は「用務レンジャー」
幼稚園をトンビから救った男（？）。
幼稚園の先生のヒーローだ。
そうなのか？ いや、きっとそうに違いない。
多分そうだ。そういうことにしておこう……。

午後、私宛に幼稚園からお礼の菓子が届いた。
園長が先日、長野の研修先で購入したお土産ということだった。

お菓子を見て、思わず吹き出した。
『トンビが雷鳥を産んだ』冗談のような話。

職員皆で、大変美味しく頂きましたとさ。
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用務員の一年（後半）

十月

秋は行事の季節です。
運動会もこの時期に開催されることが多いように思います。
夏休みが明けてから、我々用務員は毎日校庭や敷地内の除草に追

われます。夏の間に大きく育ってしまった雑草を機械や手作業で刈
っていきます。

運動会当日までに保護者や地域の方々がいらしても「綺麗な学校
だなぁ」と思っていただける状態にしていくのが、プロの用務員と
しての責任だと思って仕事をしています。

十一月

用務のメインの仕事である、清掃についてここまで触れてなかっ
たので、ここで書こうと思います。
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我々用務にとって学校内の清掃は１０のうち７割を占める仕事だ
と思います。

勤務時間中、多くの時間、校内の清掃に従事しています。トイレ
や廊下、床だけではなく壁面、天井、備え付けの機器にいたるま
で、様々なものが清掃の対象です。

清掃というものは毎日コツコツやっていれば、ひとつひとつ短時
間で済みますが、何日も間を開けてしまうと、汚れが酷くなり時
間のかかるものとなってしまいます。

学校用務の場合、取り組む仕事の幅が広いので、確立されたルー
チンを手順通りやっていると作業が終わらなくなります。

除草と校内清掃のバランス、落ち葉掃きと校内清掃のバランスな
ど、全体の仕事量を考えながら、作業項目を日々検討しつつ、業
務を遂行していくテクニックも必要です。

それを考えながら行動することが、用務という仕事の醍醐味でも
あると言えるかも知れません。

十二月

最近は夏の暑さが長引き、その分秋は短くなり、一気に寒くなる
傾向があります。その影響で落ち葉の落ちる時期は近年遅れがち
になっていると感じます。
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時期をずらして落ちていた落葉樹も集中して葉を落とすことにな
ります。

そんな時期は、掃いた先から葉っぱが落ちてくるので、どこから
掃き始めたかわからなくなる程です。

学校にもよりますが、家庭用の４５リットルのゴミ袋で換算する
と最低でも１０袋以上、多い時はその倍以上の落ち葉を毎日掃き
集めることになります。

場所によって、熊手や竹箒などを使い分け、黙々と落ち葉を片付
けます。

大変な作業ですが、日々達成感の味わえる冬の大事な仕事となっ
ています。

一月

落ち葉も一段落し、校庭の掃き清掃も落ち着いた頃。
校庭のU字溝清掃を行います。
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ビル街と違い、学校は校庭が砂地のことが多く、雨によってU字
溝に砂が堆積し、校庭の樹木の落ち葉が入り込みます。

そのままにしておくと、集中豪雨の時などに雨水が流れず、校庭
が冠水してしまうことがあります。

砂や落ち葉は何年も溜めてしまうと、作業が重労働となってしま
うので、毎年こまめに除去清掃する必要があります。

複数人用務がいる学校では、皆で協力しながら、人数が少ない学
校では、身体に負担がかからないように毎日数メートル分だけ清
掃するようにして、コツコツと掃除していきます。

これもやり切った後に達成感を味わえる仕事です。

二月

落ち葉もU字溝清掃も終わり、雑草も育たない2月。
一年の中で一番落ち着いて仕事のできる時期です。
私はこの時期に学校の修繕や頼まれた木工作業などをよく行って

いました。
こういう仕事が好きな人にとっては、力を発揮できる良い機会と

なります。

職員室前に集成材を使った棚を一から作ってみたり…。
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受付表示の看板を手彫りで彫ってみたり…。

清掃の合間を見てする工作は楽しみの一つです。

再就職でこの仕事に入ってきた人の多くは様々な特技を持ってい
ます。裁縫が得意とか、工作の得意な方とか。

色々な得意分野を活かすことができるのも学校ならではのことだ
と思っています。

三月

一年の締めくくりの月です。
卒業式の準備、来年度の準備と仕事に追われます。

中野信子さんの著書『新版 科学がつきとめた「運のいい人」』
（サンマーク出版）の中にこのような話がありました。

ー以下引用ー

「大阪大学大学院医学系研究科の大平哲也准教授（当時）の論文
によると、子どもは1日平均３００回笑いますが、大人は１７回、
７０歳以上になると２回しか笑わなくなるそうです。」（P63~）

ー引用終わりー

皆さんは今どのくらい笑っていますか？
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学校にいると笑う機会が増えるように感じています。身近に子ど
もたちと関わっているからでしょうか。

この仕事は続けていると体力もついてきます。また単純作業ばか
りではないので頭も使います。

昨今、公立小中学校の用務業務の民間企業への委託化が進み、
退職後の第二の人生として用務という職業を選び、従事していらっ
しゃる方が数多くおられます。

清掃がメインの業務となるため、敬遠されがちな職業ですが、
マンションやビルの清掃などとは違い、子どもたちに接しながら
日々を過ごす「用務員」は、他にはない楽しさも経験できる職業
です。もしもこの本を、退職後何か仕事をしようかな…と検討して
いる方が読んでいらっしゃるのであれば、第二の人生の仕事で用
務職はとても良い選択なのではないかと私個人は思っています。
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用務レンジャー ストーリー（３）

『クリスマスイブの出来事』 

クリスマスイブ。インフルエンザでの学級閉鎖も重なり、子ども
たちの姿も比較的少ない朝。

いつものように箒とチリトリを持ち、ネコ車（手押し一輪車）に
小型ブロアーとゴミ袋を載せて学校外周の道を掃除しながら回って
いると、学校の隣の団地の敷地に赤い古ぼけた車がゆっくり入って
いくのが見えた。

車は敷地に入ってすぐ止まり、中からずんぐりむっくりとした体
型の白い立派なひげをたくわえた老男性が運転席から降りたっ
た。

車もかなり古いが、着ている洋服もかなり古びた様相で、大変失
礼だが一見、車上生活者のように見えた。

歩き方もどこか疲れた雰囲気。

どうしたのかな？と思っていると私の方に向かってまっすぐ老人
が歩いて来る。

ん？何かあったかな？
団地の人なのかな？
またウチの子どもたちが何かやらかしたのかな？苦情かな？
そう思っていると、私の前にたどり着いた老人が口を開いた。
ところどころ歯の抜けた、味噌っ歯だらけのその口から出た言葉

は、
「いつも団地の方まで掃除してくれてありがとう」
「これ食べて」
だった。

老人は人懐っこい笑顔で小さなコンビニ袋に入ったスナック菓子
を差し出した。
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私は目をパチクリ、驚きつつ
「いえいえ、とんでもない。ありがとうございます！」と答え、

袋を受け取った。
ニコニコしながら後ろ手に手を上げながら、車に戻る老人。
もう一度後ろから大きな声で、「ありがとうございます！」と、

スナック菓子の袋を持ったまま、声をかけると老人は車の中から
手を振り、車は団地の奥へ消えていった。

あまり、見かけない人だったな…。

なんか、ありがたいなぁ…。自分で食べるつもりで買ってきたん
じゃないのかなぁ…。

老男性の心遣いが、とても嬉しく、ほんわかとした気持ちになっ
た。

そこで、ふと思った…。

ん？
あれってもしかして「サンタさん」の化身だったんじゃないだろ

うか？
おりしも今日はクリスマスイブ。
きっと、私の労をねぎらいに来てくれたのだ。
あの白い立派な髭。その体つき。
赤い洋服の代わりに不自然な赤い車でやってきた老人。
うん、そうだ。
そう思うことにしよう。笑
それが一番ワクワクする結論だ。

今年は、なんと良いクリスマスなんだろう。

私は「用務レンジャー」
サンタクロースの化身に祝福された男。
サンタさん、ありがとう。
このスナック菓子を励みに、これからも頑張ろう。
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この先、そのスナック菓子を見るたびに思い出すことになるだろ
う、クリスマスイブの出来事。

おしまい
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あとがき

なんとなく学校の用務員がどのような職業か、ご理解いただけた
でしょうか？

お年を召した方からすると「用務員」＝「小使いさん」という言葉
が頭に浮かぶかもしれません。

古くは「使丁」「校僕」と呼ばれ、学校内のこまごまとした色々
な用事をする「雑用係」というイメージを持っておられる方もおら
れると思います。実際、昔はそういう職業でした。

それが現在は「雑用」を超えて様々な業務分野を横断しながら、
学校運営を手助けする職業へと変化してきました。

呼び名も地域によって「用務員」「校務員」「用務主事」「技師」
「技能員」「作業員」「学校現業員」など様々あるようです。

我々用務員は、樹木の剪定は本職の造園業の職人さんには敵いま
せん。電気工事は本職の電気屋さんには敵いません。ペンキ塗りも
本職の塗装屋さんには敵わないでしょう。

しかし樹木を剪定できる塗装屋さんが、トイレをピカピカにでき
る建具屋さんがいるかというと、いかがでしょう？

幅広い仕事内容をこなしている「雑用のプロ」が「用務員」なの
です。

★

フェイスブック創業者ザッカーバーグがハーバード大学の卒業式
の祝辞でも紹介したNASA（アメリカ航空宇宙局）の清掃員の有
名な話があります。
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1961年、アメリカのケネディ大統領は10年以内に人類を月面に
到達させる「アポロ月面着陸計画」を発表しました。世界中の人
々がその壮大な計画に夢や希望を抱きました。残念ながらケネデ
ィ大統領は、その後凶弾に倒れてしまいますが、その志は次のジ
ョンソン大統領に引き継がれました。そのジョンソン大統領と
NASA清掃員とのエピソードです。

ジョンソン大統領がNASAに訪問した時、一人の清掃員がとても
楽しそうに床を磨いているのを見かけました。

他のスタッフが、仕事だからとつまらなそうに掃除をしているの
に、その清掃員だけは様子が違います。ジョンソン大統領はその姿
に興味を惹かれ、

「あなたは何をしているのですか?」と尋ねました。

清掃員は答えました。

「大統領、私は人類を月に運ぶ手伝いをしているんです」

この逸話は、清掃員が通路を箒で掃いていたり、トイレを掃除し
ていたり、いろいろなパターンがあるのですが、結末の質問と答え
は同じです。

私たち用務の仕事は清掃と環境整備です。
しかし、NASAの清掃員の言葉を借りるなら、私たち用務員は、

学校という場所でこの仕事を通して、「未来の有望な社会人を
育てる手伝いをしている」ことになります。

そのくらいの気概と目標を持って、仕事ができたらいいなと私は
思っています。

これから用務業務をしよう考えている方がいるとしたら、そんな
皆さんにも胸を張って仕事をしていただけたらと思っています。
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★

最後までこの本をお読みいただきありがとうございました。

この本の内容は私個人が用務の仕事を通じて、経験したことを紹
介したものです。地域によって用務の仕事の範疇も変わってくるの
で、同じような環境となるかは分かりません。その点はご承知おき
ください。

「用務レンジャー」こと須藤 彰
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著者紹介

須藤 彰 （すとう あきら）

1963年生まれ。法政大学文学部卒。

元 都内公立小学校用務技能長。
用務員になる前の職業はフリーランスのヘアーメイク兼イベント

屋。

大学卒業後、昼間、美容室で見習いをしながら夜間美容学校へ通
い美容師資格取得。独立後はフリーランスのヘアーメイクとして、
メイクスクール講師、舞台を主に活動する。その後イベントの企画
制作に関わり、仕事の比重をイベントへと移し仕事の幅を広げて
いく。

ヘアーメイク時代の仕事としては「ミックジャガージャパンツア
ー」「エアロスミス日本公演」など外国ミュージシャンの衣装管
理やメイクアップ、その他、ビデオシネマ、複数のメイクアップス
クールでの講師など担当。イベント関連では東京ドームでのイベン
トの舞台進行や 「東京モーターショー」や地方行政イベントでの
企業ブース運営、文化庁主体で開催されるの「国民文化祭」の企画
・制作進行。「長野オリンピック」では会場台本・プログラムディ
レクションを担当した。

2000年、バブル崩壊の影響で仕事が激減し、図らずも業界を引
退。

用務員へと転職する。
その後、四半世紀、学校用務員として従事。
転職直後は仕事への偏見があり、一時迷いもあったが、徐々に仕

事の面白さに気づき用務員のプロを目指すことになる。
学校独特の環境を考慮した清掃テクニックや、樹木剪定、除草な

どの環境整備、施設の諸々の修繕、塗装や木工製作、電気工事な
ど、広く知識の幅を広げ、自校だけではなく他校（98校）の用務
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業務の管理や指導なども行なっていた。
令和６年3月末をもって定年退職。

現在、日本初フリーの用務員として独立。
「日本中の学校をキレイに、安全に。そして子どもたちを笑顔に」
を自らの使命として、各地の学校や用務受託会社の用務業務のコン
サルティング、研修、セミナー講師、実務応援をする活動を開始。

ホームページ https://youmu.pro

本書は「学校の用務員」を知らない方たちを対象とした業務紹介
本である。

なお、本書とは別に用務業務初心者に向けた、用務の雑学知識を
まとめた「用務員の知恵袋」（上巻） (下巻）をAmazon Kindleで発売
中。

（上）https://www.amazon.co.jp/dp/B0F5GSS96F
（下）https://www.amazon.co.jp/dp/B0F5GRLMZ2
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また、行政の公募する学校用務業務プロポーザルで受託を目指す
事業者に向けた

「勝てるプロポーザル 学校用務業務プロポーザル完全攻略: 〜
審査員の心をつかむ提案書とプレゼンのすべて」を10月に上梓。

こちらもAmazon Kindleで発売中。
https://www.amazon.co.jp/dp/B0FVF7QDYM
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